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立
山
・
剱
岳
の	

多
年
性
雪
渓
と
氷
河

	

飯
田

肇

（
富
山
県
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
）

北
ア
ル
プ
ス
立
山
連
峰
は
、
日
本
の
山

岳
の
中
で
も
顕
著
な
豪
雪
地
帯
と
し
て
知

ら
れ
、
そ
こ
に
は
様
々
な
時
間
ス
ケ
ー
ル

を
持
つ
雪
が
存
在
す
る
。
春
の
立
山
の
風

物
詩
で
あ
る
雪
の
大
谷
「
雪
の
壁
」
は
、

平
均
で
一
六
ｍ
の
積
雪
深
に
達
す
る
が
秋

に
は
消
失
す
る
季
節
積
雪
で
あ
る
。一
方
、

稜
線
付
近
に
は
多
年
性
雪
渓
（
万
年
雪
）

が
多
数
分
布
す
る
。
最
近
の
研
究
か
ら
、

特
に
規
模
の
大
き
な
多
年
性
雪
渓
の
中
に

は
日
本
で
唯
一
の
氷
河
が
現
存
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

一
、
氷
河
の
定
義
と
こ
れ
ま
で
の
多
年
性

雪
渓
研
究
の
概
要

氷
河
の
定
義
と
し
て
国
際
的
に
し
ば
し

ば
引
用
さ
れ
る
の
は
、「
積
雪
起
源
の
雪

氷
体
（
雪
と
氷
の
大
き
な
塊
）
で
大
部
分

が
陸
上
に
存
在
し
現
在
も
し
く
は
過
去

に
流
動
し
た
証
拠
が
あ
る
も
の
」（F

lint, 
1971

）
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
で
広
く

使
わ
れ
て
い
る
の
は
「
重
力
に
よ
っ
て
長

期
間
に
わ
た
り
連
続
し
て
流
動
す
る
雪
氷

体
」（
白
岩
、二
〇
〇
五
）
で
あ
る
。
ま
た
、

昭
和
初
期
に
北
ア
ル
プ
ス
の
多
年
性
雪
渓

（
万
年
雪
）
の
氷
河
学
的
な
研
究
（
今
西 

一
九
二
九
、一
九
三
三
）を
は
じ
め
て
行
っ

た
今
西
錦
司
博
士
は
、晩
年
の
著
書「
四
十

年
の
回
顧
」
の
中
で
「
氷
化
し
た
万
年
雪

に
可
動
性
さ
え
認
め
ら
れ
る
な
ら
、
こ
れ

を
氷
河
と
呼
ん
で
さ
し
つ
か
え
な
い
」
と

し
て
い
る
（
今
西 

一
九
六
九
）。
こ
の
よ

う
に
、
氷
河
の
定
義
に
つ
い
て
は
様
々

な
解
釈
が
あ
る
が
、
多
く
の
雪
氷
学
者

は
、
①
降
雪
か
ら
で
き
た
雪
と
氷
の
大
き

な
塊
、
②
陸
上
に
存
在
、
③
流
動
の
三
要

素
を
氷
河
と
よ
ば
れ
る
た
め
の
必
要
条
件

（
成
瀬 

二
〇
〇
八
）
と
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
研
究
で
は
、
多

年
性
雪
渓
で
も
厚
い
氷
体
を
持
ち
氷
体
が

現
在
連
続
的
に
流
動
し
て
い
る
こ
と
を
証

明
で
き
れ
ば
、
現
存
す
る
「
氷
河
」
で
あ

る
と
考
え
た
。

日
本
で
は
、
今
西
博
士
の
研
究
以
降
、

立
山
、
鹿
島
槍
ヶ
岳
、
月
山
、
鳥
海
山
、

大
雪
山
な
ど
で
氷
体
を
持
つ
多
年
性
雪
渓

が
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
部
の
多
年
性

雪
渓
で
は
流
動
に
関
す
る
調
査
も
行
わ

れ
、
現
存
す
る
氷
河
か
否
か
議
論
さ
れ
た

こ
と
も
あ
る
。
吉
田
（
一
九
六
四
）
は
、

剱
沢
は
ま
ぐ
り
雪
で
発
見
さ
れ
た
氷
体
の

年
層
構
造
か
ら
、
は
ま
ぐ
り
雪
が
年
四
ｍ

程
度
流
動
し
て
い
て
小
さ
い
な
が
ら
も

現
存
す
る
氷
河
で
あ
る
と
し
た
。
し
か

し
、
今
西
（
一
九
六
九
）
は
流
動
を
定
量

的
に
実
測
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
氷
河
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と
は
言
え
な
い
と
考
え
た
。
ま
た
、
名
古
屋
大
の
樋

口
敬
二
教
授
の
研
究
室
に
よ
る
剱
沢
は
ま
ぐ
り
雪
の

観
測
よ
り
、
氷
体
の
流
動
は
認
め
ら
れ
ず
氷
河
と

は
い
え
な
い
と
さ
れ
た
（
奥
平 

一
九
六
九
）。
土
屋

（
一
九
七
八
）
は
、
鳥
海
山
の
貝
形
小
氷
河
と
よ
ば

れ
る
多
年
性
雪
渓
で
氷
体
の
流
動
を
観
測
し
、
小
規

模
な
が
ら
も
現
存
す
る
山
岳
氷
河
で
あ
る
と
し
た
。

し
か
し
、
測
点
に
雪
渓
上
の
岩
を
用
い
る
な
ど
の
問

題
が
あ
り
定
着
し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本

の
多
年
性
雪
渓
で
氷
体
が
流
動
し
て
い
る
こ
と
を
直

接
証
明
し
た
例
は
無
く
、
日
本
に
氷
河
は
現
存
し
な

い
と
い
う
の
が
雪
氷
研
究
者
の
間
で
定
説
に
な
っ
て

い
っ
た
。

二
、
立
山
連
峰
の
多
年
性
雪
渓

立
山
連
峰
の
三
〇
〇
〇
ｍ
級
の
主
稜
線
の
東
側
に

は
特
に
積
雪
が
多
い
地
帯
が
存
在
す
る
。
冬
期
間
、

北
西
の
季
節
風
の
風
下
側
に
多
量
の
吹
き
だ
ま
り
が

発
生
し
、
さ
ら
に
雪
崩
に
よ
る
堆
積
が
加
わ
っ
て
そ

の
積
雪
深
は
一
冬
で
二
〇
ｍ
以
上
に
達
し
、
越
年
し

て
残
り
続
け
る
。
立
山
連
峰
に
は
、
御
前
沢
雪
渓
、

内
蔵
助
雪
渓
、
剱
沢
雪
渓
、
三
ノ
窓
雪
渓
、
小
窓
雪

渓
等
の
多
年
性
雪
渓
が
日
本
で
一
番
多
く
分
布
し
て

い
る
。

そ
の
う
ち
内
蔵
助
雪
渓
で
は
名
古
屋
大
学
等
に
よ

り
氷
体
の
詳
し
い
調
査
が
実
施
さ
れ
、
厚
さ
三
〇

ｍ
に
及
ぶ
氷
体
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
（
山
本
他 

一
九
八
六
）。
一
〇
月
に
雪
渓
を
訪
れ
る
と
ま
る
で

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
氷
河
の
様
な
景
観
で
、
表
面
に
氷
が
露

出
し
幾
筋
も
の
水
流
が
み
ら
れ
る
。
水
の
集
ま
る
所

に
は
氷
の
縦
穴
（
ム
ー
ラ
ン
）
が
数
十
個
口
を
開
け

て
い
て
深
さ
は
最
深
で
二
〇
ｍ
に
達
す
る
（
吉
田
他 

一
九
八
三
）。
名
古
屋
大
学
等
で
ム
ー
ラ
ン
に
潜
っ

て
の
調
査
が
実
施
さ
れ
、
何
層
も
の
透
明
氷
層
や
汚

れ
層
が
見
つ
か
っ
た
。
ま
た
、
五
ｍ
の
深
さ
を
境
に

氷
中
に
不
整
合
面
が
存
在
し
、
そ
の
上
部
で
は
氷
の

結
晶
粒
が
小
さ
く
雪
渓
表
面
に
近
い
水
平
な
層
構
造

を
し
て
い
る
が
、
下
部
で
は
四
〇
度
以
上
の
急
傾
斜

で
下
流
方
向
に
せ
り
上
が
り
、
氷
の
結
晶
粒
も
飛
躍

的
に
大
き
く
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
底
部
で
は
、
底

の
岩
石
が
氷
の
層
に
沿
っ
て
持
ち
上
げ
ら
れ
た
氷
河

の
流
動
の
痕
跡
を
示
す
ス
ラ
ス
ト
構
造
も
み
ら
れ

た
（
飯
田
他 

一
九
九
〇
）。
さ
ら
に
、
底
近
く
の
氷

中
か
ら
木
片
及
び
葉
片
を
採
取
し
年
代
測
定
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
約
一
七
〇
〇
年
前
と
い
う
結
果
が
得
ら

れ
た
。
さ
ら
に
、
不
整
合
面
の
少
し
下
の
層
よ
り
採

取
さ
れ
た
木
片
は
約
九
〇
〇
年
前
と
い
う
結
果
を
示

し
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
下
部
の
氷
体
は
約
九
〇
〇
〜

一
七
〇
〇
年
前
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定

さ
れ
、
日
本
最
古
の
氷
河
氷
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

（
樋
口
他 
一
九
八
八
）。

こ
れ
ら
よ
り
、
内
蔵
助
雪
渓
は
か
つ
て
存
在
し
た

氷
河
の
氷
が
融
け
き
ら
ず
に
残
存
し
て
い
る
、
い
わ

ば
「
氷
河
の
化
石
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
氷
体
の
流
動
が
実
測
さ
れ
て
お
ら
ず

現
存
す
る
氷
河
と
確
認
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
内
蔵
助
雪
渓
の
流
動
の
痕
跡
を
残
す
氷
河

氷
の
存
在
は
、
日
本
に
も
氷
河
が
現
存
し
て
い
る
可

能
性
を
大
い
に
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

三
、
現
存
す
る
氷
河

そ
れ
で
は
、
立
山
連
峰
の
多
年
性
雪
渓
の
中
に
定

義
を
満
た
す
氷
河
は
現
存
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

富
山
県
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
の
研
究
チ
ー
ム

（
福
井
幸
太
郎
、
飯
田 

肇
）
は
、
立
山
連
峰
に
存
在

す
る
多
年
性
雪
渓
の
中
で
特
に
規
模
の
大
き
い
、
立

山
東
面
の
御
前
沢
雪
渓
（
写
真
１
）、
剱
岳
東
面
の

三
ノ
窓
雪
渓
、
小
窓
雪
渓
（
写
真
２
）
に
お
い
て
氷

体
の
厚
さ
と
流
動
の
観
測
を
実
施
し
た
。
氷
体
の
厚

さ
は
ア
イ
ス
レ
ー
ダ
ー
に
よ
り
、
氷
体
の
流
動
は
九

月
に
氷
体
に
達
す
る
ま
で
穴
を
開
け
固
定
し
た
ポ
ー

ル
の
先
端
位
置
を
高
精
度
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
継
続
測
定
す
る

方
法
で
実
施
し
た
。

三
─
一
、三
ノ
窓
雪
渓
（
氷
河
）

三
ノ
窓
雪
渓
は
、
剱
岳
東
面
の
標
高
一
七
〇
〇
〜

二
四
〇
〇
ｍ
に
位
置
し
、
長
さ
は
一
六
〇
〇
ｍ
、
幅

は
一
〇
〇
ｍ
に
達
す
る
。
二
〇
一
一
年
六
月
の
ア
イ

ス
レ
ー
ダ
ー
観
測
の
結
果
、
氷
体
の
厚
さ
は
最
大
で

六
〇
ｍ
を
超
え
日
本
最
大
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

（
図
１
）。
ま
た
、
同
年
九
〜
一
〇
月
に
行
っ
た
高
精

度
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
観
測
の
結
果
、
一
ヶ
月
間
で
最
大

三
〇
㎝
を
超
え
る
比
較
的
大
き
な
水
平
方
向
の
流
動

が
観
測
さ
れ
た
（
図
２
）。
秋
期
は
融
雪
末
期
で
、

積
雪
荷
重
、
流
動
速
度
が
最
小
の
時
期
だ
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、
年
間
を
通
じ
て
流
動
し
て
い
る
可
能
性

が
高
い
。
こ
れ
ら
の
結
果
よ
り
、
三
ノ
窓
雪
渓
は
日

本
で
は
未
報
告
で
あ
っ
た
現
存
す
る
「
氷
河
」
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
三
ノ
窓
雪
渓
は
急
峻
な
尾
根
に
挟
ま

れ
積
雪
期
に
雪
崩
が
頻
発
す
る
。
豪
雪
と
雪
崩
に
よ

る
積
雪
深
二
〇
〜
二
五
ｍ
に
及
ぶ
膨
大
な
量
の
雪
の

集
積
が
、
氷
河
の
形
成
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
一
〇
月
に
な
る
と
氷
体
が
露
出
し
て

ク
レ
バ
ス
や
ム
ー
ラ
ン
と
い
っ
た
氷
河
特
有
の
地
形

が
出
現
す
る
。

三
─
二
、
小
窓
雪
渓
（
氷
河
）

小
窓
雪
渓
は
剱
岳
東
面
の
標
高
二
〇
〇
〇
〜
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二
三
〇
〇
ｍ
に
位
置
し
、
長
さ
は
一
二
〇
〇
ｍ
、
幅

は
二
〇
〇
ｍ
に
達
す
る
。
二
〇
一
一
年
六
月
の
ア
イ

ス
レ
ー
ダ
ー
観
測
の
結
果
、
厚
さ
三
〇
ｍ
以
上
、
長

さ
九
〇
〇
ｍ
の
三
ノ
窓
雪
渓
に
次
ぐ
規
模
の
氷
体

の
存
在
を
確
認
し
た
（
図
１
）。
ま
た
、
同
年
九
〜

一
〇
月
に
行
っ
た
高
精
度
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
観
測
の
結

果
、
一
ケ
月
間
で
最
大
三
〇
㎝
流
動
し
て
い
た
（
図

２
）。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
小
窓
雪
渓
も
現
存
す
る

「
氷
河
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
─
三
、
御
前
沢
雪
渓
（
氷
河
）

御
前
沢
雪
渓
は
、
立
山
の
雄
山
東
面
の
標
高

二
五
〇
〇
〜
二
八
〇
〇
ｍ
に
位
置
し
、
長
さ
は

七
〇
〇
ｍ
、
幅
は
二
〇
〇
ｍ
に
達
す
る
。
二
〇
〇
九

年
秋
に
ア
イ
ス
レ
ー
ダ
ー
観
測
を
行
い
、
上
流
部
に

厚
さ
二
三
ｍ
、
長
さ
二
〇
〇
ｍ
、
下
流
部
に
厚
さ

二
七
ｍ
、
長
さ
四
〇
〇
ｍ
の
二
つ
の
氷
体
を
確
認
し

た
（
図
１
）。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
と
二
〇
一
一
年

の
秋
に
高
精
度
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
観
測
を
行
っ
た
結

果
、
下
流
部
の
氷
体
か
ら
一
ケ
月
あ
た
り
一
〇
㎝
弱

の
水
平
方
向
の
流
動
が
観
測
さ
れ
た
（
図
２
）。
流

動
速
度
は
小
さ
い
も
の
の
、
二
年
連
続
で
秋
期
に
流

動
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
御
前
沢
雪
渓
も
現
存
す
る

「
氷
河
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
二
〇
一
二
年
四
月
に
日
本

雪
氷
学
会
に
学
術
論
文
と
し
て
投
稿
、
受
理
さ

れ
、
立
山
・
剱
岳
の
三
つ
の
多
年
性
雪
渓
は
現
存

す
る
氷
河
と
学
術
的
に
認
め
ら
れ
た
（
福
井
・
飯

田 

二
〇
一
二
）。
そ
の
後
、
同
年
六
月
に
日
本
雪
氷

学
会
氷
河
情
報
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
、
日
本
の
氷

河
・
万
年
雪
研
究
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
富
山

市
で
開
か
れ
、
国
内
の
氷
河
研
究
者
の
間
で
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
三
つ
の
万
年
雪
を
「
氷

河
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
異
議
は
出
な
か
っ
た
（
白
岩
他 

二
〇
一
二
）。
こ
れ
に
よ
り
、
極
東
地
域
の
氷
河
の

南
限
が
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
か
ら
立
山
ま
で
大
き
く

南
下
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
氷
河
は

世
界
的
に
見
れ
ば
最
も
温
暖
な
地
域
に
存
在
す
る
氷

河
と
い
え
、
今
後
の
調
査
で
そ
の
独
特
の
形
成
維
持

機
構
の
解
明
が
期
待
さ
れ
る
。

日
本
の
雪
渓
研
究
は
、今
西
錦
司
先
生
を
は
じ
め
、

樋
口
敬
二
先
生
、
上
田
豊
先
生
な
ど
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
の
先

輩
方
の
先
駆
的
な
研
究
に
よ
り
推
進
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
今
回
、
氷
河
が
現
存
す
る
こ
と
を
確
認
で
き
た

の
も
こ
れ
ら
諸
先
輩
方
の
研
究
の
延
長
上
の
成
果
で

あ
り
、
あ
ら
た
め
て
先
駆
者
の
皆
様
の
見
識
に
敬
意

を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

写真 1 御前沢雪渓（氷河）写真 2 	三ノ窓雪渓（氷河）と小窓雪渓
（氷河）

図 2 流動観測結果 図 1 氷体の厚さ
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白
岩
孝
行
（
二
〇
〇
五
）
：
氷
河
の
定
義
・
分
類
・

分
布
・
変
動
。
雪
と
氷
の
辞
典
、
朝
倉
書
店
、
東
京
、

二
七
七-

二
八
七

今
西
錦
司
（
一
九
二
九
）
：
剱
沢
の
万
年
雪
に
就
い

て
。
地
球 

一
一
、二
六
七-
二
八
二

今
西
錦
司
（
一
九
六
九
）
：
四
十
年
の
回
顧
。
日

本
山
岳
研
究
、
中
央
公
論
社
、
東
京
、
三
五
七-

四
〇
八

成
瀬
廉
二
（
二
〇
〇
八
）
：
氷
河
の
変
動 
陸
水
の

長
周
期
変
動
。
地
球
の
変
動
と
生
物
進
化 
新
・
自

然
史
科
学
Ⅱ
、
北
海
道
大
学
出
版
、
札
幌
、
一
六
七

-

一
八
六

吉
田
順
五
（
一
九
六
四
）
：
立
山
の
万
年
雪
の
雪
氷

学
的
調
査
。
北
ア
ル
プ
ス
の
自
然 

富
山
大
学
学
術

調
査
団
、
古
今
書
院
、

東
京
、
三
五-

五
四

土
屋
巌
（
一
九
七
八
）
：
鳥
海
山
貝
形
小
氷
河
の
雪

氷
気
候
学
的
研
究
（
二
）
─
形
態
測
量
と
流
動
観
測
。

雪
氷 

四
〇
、一-

九

山
本
勝
弘
・
飯
田 

肇
・
高
原
浩
志
・
吉
田
稔
・
長

谷
川
浩
（
一
九
八
六
）
：
イ
ン
パ
ル
ス
レ
ー
ダ
ー

に
よ
る
内
蔵
助
雪
渓
の
内
部
構
造
調
査
。
雪
氷 

四
八
、一-

九

吉
田
稔
・
伏
見
碩
二
・
池
上
宏
一
・
竹
中
修
平
・
高

原
浩
志
・
藤
井
理
行
（
一
九
八
三
）
：
北
ア
ル
プ
ス
、

内
蔵
助
雪
渓
の
氷
体
部
に
存
在
す
る
縦
穴
の
分
布
と

形
状
。
雪
氷 

四
五
、二
五-

三
二

飯
田 

肇
・
竹
中
修
平
・
上
田 

豊
・
伏
見
碩
二

（
一
九
九
〇
）
：
北
ア
ル
プ
ス
内
蔵
助
雪
渓
氷
体
の

内
部
構
造
。
樋
口
敬
二
編
：
日
本
最
古
の
化
石
氷
体

（
北
ア
ル
プ
ス
内
蔵
助
沢
）
の
構
造
と
形
状
に
関
す

る
研
究
。
平
成
元
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
総
合

研
究
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書
、
一
九-

三
〇

樋
口
敬
二
・
山
本
勝
弘
・
吉
田 

稔
・
大
畑
哲
夫

（
一
九
八
八
）
：
北
ア
ル
プ
ス
内
蔵
助
雪
渓
の
下
部

氷
体
の
形
成
年
代
に
つ
い
て
。
名
古
屋
大
学
加
速
器

質
量
分
析
計
業
務
報
告
書
（
一
）、
三
三-

三
五

福
井
幸
太
郎
・
飯
田 

肇
（
二
〇
一
二
）
：
飛
騨
山

脈
、
立
山
・
剱
山
域
の
三
つ
の
多
年
性
雪
渓
の
氷
厚

と
流
動
－
日
本
に
現
存
す
る
氷
河
の
可
能
性
に
つ
い

て
─
。
雪
氷 

七
四
、二
一
三-

二
二
二

白
岩
孝
行
・
内
藤
望
・
飯
田 

肇
・
福
井
幸
太
郎

（
二
〇
一
二
）
：
氷
河
情
報
セ
ン
タ
ー
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
報
告
「
日
本
の
多
年
性
雪
渓
と
氷
河

─
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
今
後
の
展
望
─
」。
雪
氷 

七
四
、三
五
三-

三
五
七

頭
巾
山
・
長
老
ヶ
岳
積
雪
期
縦
走	

（
二
〇
一
四
年
三
月
一
〇
日
〜
一
四
日
）

	

阪
本
公
一

京
都
府
南
丹
市
美
山
町
と
綾
部
市
及
び
福
井
県
名

田
庄
村
に
ま
た
が
る
標
高
八
七
一
ｍ
の
頭
巾
山
（
と

き
ん
ざ
ん
）
か
ら
、
京
都
府
南
丹
市
美
山
町
と
京
丹

波
町
の
堺
に
あ
る
長
老
ヶ
岳
（
九
一
六
・
九
ｍ
）
へ
、

二
〇
一
四
年
三
月
一
〇
日
か
ら
実
働
四
日
、
予
備
二

日
、
最
終
下
山
日
三
月
一
五
日
の
予
定
で
、
積
雪
期

縦
走
に
出
か
け
た
。

還
暦
に
な
っ
た
翌
年
の
二
〇
〇
一
年
か
ら
、
京

大
山
岳
部
の
同
期
だ
っ
た
堀
内
潭
さ
ん
の
賛
同
を

得
て
京
都
北
山
お
よ
び
京
都
・
福
井
・
滋
賀
の
主

な
県
境
尾
根
の
積
雪
期
縦
走
に
取
り
組
み
始
め
た
。

二
〇
〇
七
年
か
ら
は
、
同
年
配
な
が
ら
五
・
一
一
の

優
秀
な
ク
ラ
イ
マ
ー
で
あ
り
且
つ
体
力
抜
群
の
岡
部

光
彦
さ
ん
に
も
参
加
し
て
貰
い
、
低
山
樹
林
の
積
雪

期
縦
走
を
毎
年
継
続
し
て
実
行
し
て
き
た
。

昨
年
ま
で
に
、
こ
の
山
域
の
主
た
る
稜
線
や
尾
根

の
殆
ど
を
積
雪
期
に
ト
レ
ー
ス
し
て
き
た
が
、
頭
巾

山
と
長
老
ヶ
岳
の
稜
線
の
積
雪
期
縦
走
だ
け
が
、
私

達
の
最
後
の
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
た
。

長
老
ヶ
岳
に
は
無
雪
期
に
一
度
登
っ
て
お
り
、

二
〇
〇
七
年
二
月
の
第
二
回
厳
冬
期
若
丹
尾
根
縦
走

の
時
に
八
ヶ
峰
か
ら
頭
巾
山
を
経
て
頭
巾
山
の
南
に

あ
るP

835

迄
縦
走
を
行
い
、
そ
の
前
年
秋
の
無
雪

期
に
も
同
ル
ー
ト
を
偵
察
し
た
が
、P

835

か
ら
長

老
ヶ
岳
ま
で
の
長
い
稜
線
は
私
達
に
は
未
知
の
尾
根

で
あ
っ
た
。

小
浜
山
の
会
の
木
本
茂
さ
ん
に
、
頭
巾
山
か
ら
長

老
ヶ
岳
へ
の
積
雪
期
縦
走
の
記
録
が
な
い
か
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、
同
会
で
は
縦
走
の
記
録
は
全
く
な

い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
無
雪
期
に
頭
巾
山

か
ら
長
老
ヶ
岳
へ
一
日
で
縦
走
し
た
福
知
山
山
の
会

の
記
録
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

と
教
え
て
戴
い
た
。
早
速
、
福
知
山
山
の
会
に
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
二
〇
一
〇
年
の
四
月
一
七
日
に

同
会
の
精
鋭
三
名
が
、
綾
部
市
側
か
ら
頭
巾
山
に
登
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り
長
老
ヶ
岳
ま
で
一
日
で
縦
走
し
て
仏
主
へ
下
山
し

た
記
録
が
あ
り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
塩
見
忠
嗣

さ
ん
お
よ
び
事
務
局
の
澤
田
一
正
さ
ん
か
ら
、
詳
細

な
状
況
報
告
と
共
に
、
親
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
頂
戴

し
た
。

昨
年
秋
に
、
上
林
川
の
睦
寄
町
か
ら
古
屋
ま
で

車
で
入
り
、
エ
ス
ケ
ー
プ
・
ル
ー
ト
と
し
て
使
用

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
洞
峠
ま
で
登
り
、
天
狗
畑

（
八
四
八
・
三
ｍ
）
の
手
前
ま
で
偵
察
。
更
に
第
二
回

目
の
偵
察
と
し
て
、
一
日
目
は
仏
主
か
ら
の
林
道
終

点
か
ら
地
蔵
杉
（
八
九
八
・
九
ｍ
）
の
北
の
稜
線
に

上
が
っ
て
地
蔵
杉
ま
で
登
り
、
翌
日
に
は
長
老
ヶ
岳

か
ら
地
蔵
杉
を
縦
走
し
て
七
七
五
ｍ
コ
ル
の
南
の
肩

か
ら
林
道
終
点
へ
降
り
て
、
仏
主
へ
降
り
る
も
う
一

つ
の
エ
ス
ケ
ー
プ
・
ル
ー
ト
を
偵
察
し
た
。
三
度
目

の
偵
察
は
、
福
居
村
か
ら
横
尾
峠
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー

チ
・
ル
ー
ト
を
確
認
す
る
為
に
、
日
帰
り
ハ
イ
キ
ン

グ
を
行
っ
た
。

偵
察
の
結
果
、
地
蔵
杉
（
八
九
八
・
九
ｍ
）
と

P
768

の
間
に
あ
る
灌
木
混
じ
り
の
痩
せ
た
岩
尾
根

の
約
一
二
〇
〜
一
三
〇
ｍ
程
の
通
過
が
、
重
荷
を
担

い
で
の
積
雪
期
縦
走
の
最
大
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
の
で
は
と
思
わ
れ
た
。

今
回
の
メ
ン
バ
ー
は
、
堀
内
潭
さ
ん
（
七
三
歳
）、

二
〇
〇
七
年
か
ら
毎
年
同
行
い
た
だ
い
て
い
る
岡
部

光
彦
さ
ん
（
七
二
歳
）
と
私
（
七
三
歳
）
の
三
名
の

老
人
パ
ー
テ
ィ
と
な
り
、
三
人
の
都
合
の
合
う
日
程

で
計
画
を
つ
く
っ
た
。

頭巾山・長老ヶ岳山塊概念図
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三
月
一
〇
日
（
月
）
：
風
雪

Ｊ
Ｒ
バ
ス

京
都
駅
／7:50

─
北
野
白
梅
町
／

8:15

─
周
山
／9:20

。

周
山
タ
ク
シ
ー

周
山
／10:00

─
福
居
村
／

10:30

。

福
居
村
／10:45

─
横
尾
峠
／14:25

─P
783

東

峰
を
越
え
た
コ
ル
／15:40

（
幕
営
）。

Ｊ
Ｒ
バ
ス
に
京
都
駅
か
ら
岡
部
さ
ん
が
乗
車
し
、

堀
内
さ
ん
と
私
は
北
野
白
梅
町
か
ら
乗
車
し
た
。
バ

ス
が
来
る
直
前
に
、
約
二
〇
㎏
の
荷
物
を
ヨ
イ
シ
ョ

と
担
ご
う
と
し
た
ら
、
ザ
ッ
ク
の
左
側
の
背
負
い
手

を
支
え
て
い
る
太
い
ナ
イ
ロ
ン
・
テ
ー
プ
が
プ
ツ
ン

と
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
取
り
あ
え
ず
バ
ス
に
乗
り
、

周
山
の
Ｊ
Ｒ
バ
ス
待
合
室
に
て
、
持
参
し
て
い
た
塩

ビ
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
針
金
、
針
と
糸
、
更
に
岡
部

さ
ん
が
持
参
し
て
お
ら
れ
た
丈
夫
な
ナ
イ
ロ
ン
布
バ

ン
ド
で
何
と
か
修
理
を
し
て
、
山
行
が
出
来
る
よ
う

に
し
た
。

バ
ス
停
留
所
の
隣
の
周
山
タ
ク
シ
ー
で
、
鶴
ヶ
丘

経
由
福
居
の
村
落
へ
。
タ
ク
シ
ー
代
は
、
少
し
割
り

引
き
し
て
貰
っ
て
一
万
円
で
あ
っ
た
。
福
居
村
の
手

前
よ
り
積
雪
が
急
速
に
増
え
、
除
雪
を
し
て
い
な
い

車
道
を
な
ん
と
か
車
で
福
居
村
落
へ
。
頭
巾
山
の
地

図
を
書
い
た
看
板
の
直
ぐ
先
の
橋
の
む
こ
う
が
、
福

居
村
だ
。
橋
を
渡
る
と
、
道
は
左
右
に
わ
か
れ
る
。

頭
巾
山
へ
の
登
り
口
へ
は
、
右
の
道
を
進
む
。
風

雪
の
舞
う
福
居
村
で
ワ
カ
ン
を
つ
け
て
、
林
道
を

四
〇
〇
〜
五
〇
〇
ｍ
歩
く
と
、
お
地
蔵
さ
ん
が
あ

り
、
横
尾
峠
へ
の
標
識
が
立
っ
て
い
る
。
右
手
の
橋

を
渡
っ
た
対
岸
に
村
の
集
会
場
の
よ
う
な
小
さ
な
平

屋
の
家
屋
が
あ
り
、
横
尾
峠
へ
の
登
山
道
は
集
会
場

の
前
を
通
っ
て
小
さ
な
谷
に
入
る
。
谷
沿
い
に
二
〇

ｍ
程
行
く
と
、
橋
の
な
い
小
谷
を
右
に
渡
っ
て
、
右

側
の
雪
の
斜
面
を
強
引
に
登
る
と
、
登
山
道
の
ト
ラ

バ
ー
ス
道
が
よ
う
や
く
出
て
く
る
。

横
尾
峠
へ
はP

718
の
南
尾
根
を
登
る
の
だ
が
、

P
645

迄
は
か
な
り
急
登
だ
。
樹
林
の
中
を
夏
道
は

う
ま
く
ジ
グ
ザ
ク
に
つ
け
て
あ
り
、
割
と
歩
き
や
す

い
。
昨
秋
に
私
達
が
つ
け
た
赤
布
テ
ー
プ
も
つ
い
て

お
り
、
迷
う
こ
と
な
くP

645
へ
。
こ
の
あ
た
り
か

ら
尾
根
は
少
し
広
く
な
り
、
傾
斜
も
緩
く
な
る
。
積

雪
は
一
〜
一
・
五
ｍ
位
だ
ろ
う
か
。膝
ぐ
ら
い
の
ラ
ッ

セ
ル
を
、
交
代
し
な
が
ら
登
る
。

横
尾
峠
の
手
前
に
お
地
蔵
さ
ん
が
あ
る
の
だ
が
、

積
雪
で
埋
没
し
て
隠
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
横
尾
峠

に
上
が
る
と
、
日
本
海
か
ら
の
強
い
風
が
ま
と
も
に

吹
き
つ
け
る
。
峠
か
ら
は
割
と
広
い
樹
林
の
尾
根
に

な
っ
て
い
て
、
気
持
ち
の
良
い
稜
線
だ
。
日
本
海
か

ら
吹
き
付
け
る
北
風
の
為
、
稜
線
の
南
側
に
は
結
構

大
き
な
雪
庇
が
で
て
い
る
。
も
う
午
後
三
時
も
過
ぎ

た
の
で
、P

783

東
峰
を
越
え
た
コ
ル
の
稜
線
の
南

側
の
平
ら
な
窪
地
が
、
強
風
を
避
け
ら
れ
そ
う
な
の

で
、
樹
木
の
間
を
整
地
し
て
幕
営
す
る
事
に
し
た
。

日
本
海
か
ら
の
強
風
が
稜
線
近
辺
の
木
々
に
ぶ
つ
か

り
、
ご
う
ご
う
と
音
を
立
て
て
い
る
が
、
稜
線
の
南

側
の
下
に
あ
る
我
々
の
テ
ン
ト
は
全
く
風
の
影
響
を

受
け
ず
、
快
適
な
幕
営
地
で
あ
っ
た
。

三
月
一
一
日
（
火
）
：
快
晴

起
床
／4:20

─
Ｃ
Ｓ
／6:35

─P
738

西
峰
／7:30

─
頭
巾
山
／8:40

〜9:30

─P
835

／10:35

─P
853

／11:27

〜11:45

─P
801

／2:15

─P
794

／13:25

─
天
狗
畑
（
八
四
八
・
三
）
／

14:33

─
洞
峠
手
前
の
コ
ル
／16:15

（
幕
営
）。

Ｃ
Ｓ
出
発
前
の
六
時
半
頃
は
、朝
日
が
輝
き
だ
し
、

快
晴
の
素
晴
ら
し
い
景
観
で
あ
っ
た
。
雪
は
ク
ラ
ス

ト
し
て
お
り
、
広
い
尾
根
を
快
調
に
歩
きP

738

西

峰
を
越
え
る
。
正
面
の
ピ
ラ
ミ
ダ
ル
な
頭
巾
山
の
山

容
が
な
か
な
か
格
好
良
い
。
頭
巾
山
ピ
ー
ク
の
下
の

お
地
蔵
さ
ん
は
、
雪
で
埋
ま
っ
て
い
た
。
最
後
の
急

坂
を
登
る
と
、
頭
巾
山
頂
上
に
あ
る
祠
が
目
に
飛
び

込
ん
で
き
た
。
強
風
の
為
か
祠
の
周
辺
の
雪
は
吹
き

飛
ん
で
い
た
。
祠
の
南
下
に
あ
る
避
難
小
屋
は
、
完

全
に
雪
に
埋
没
。
頭
巾
山
か
ら
望
む
日
本
海
の
眺
め

は
素
晴
ら
し
い
。

頭
巾
山
か
らP

835

へ
の
稜
線
の
下
り
は
、
相
当

き
つ
い
傾
斜
に
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
二
月
は

雪
が
少
な
く
、急
傾
斜
の
灌
木
に
ザ
ッ
ク
を
と
ら
れ
、

P738 西峰近辺よりの頭巾山
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大
変
歩
き
づ
ら
か
っ
た
。
今
回
は
一
・
五
ｍ
以
上
の

雪
で
灌
木
は
殆
ど
埋
ま
っ
て
い
る
。
が
、
灌
木
の
枝

の
空
間
に
出
来
た
ゴ
ジ
ラ
落
と
し
に
落
ち
込
ん
で
急

傾
斜
の
雪
面
で
転
倒
す
る
恐
れ
が
十
分
あ
る
の
で
、

八
㎜
×
四
〇
ｍ
の
ナ
イ
ロ
ン
・
ロ
ー
プ
を
使
用
し
て
、

二
ピ
ッ
チ
を
慎
重
に
下
降
し
た
。
阪
本
が
ト
ッ
プ
で

お
り
た
が
、
や
は
り
二
度
ゴ
ジ
ラ
落
と
し
に
落
ち
込

ん
だ
が
、
ロ
ー
プ
の
お
陰
で
転
倒
せ
ず
に
す
ん
だ
。

頭
巾
山
か
ら
急
坂
を
降
り
き
っ
た
コ
ル
か
ら

P
835

へ
の
稜
線
も
、
や
は
り
傾
斜
も
き
つ
く
、
ラ
ッ

セ
ル
が
あ
っ
て
非
常
に
し
ん
ど
い
登
り
で
あ
っ
た
。

P
835

か
らP

853

は
見
事
な
山
毛
欅
林
の
、
広
く

明
る
い
気
持
ち
の
良
い
稜
線
。P

801

あ
た
り
か
ら

杉
の
植
林
が
現
れ
だ
し
、P

794

近
辺
迄
は
樹
齢

四
〇
〜
五
〇
年
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
立
派
な
杉

の
大
木
が
立
ち
並
ん
で
い
た
。P

794

を
越
え
る
と
、

突
然
杉
の
木
が
な
く
な
り
、
な
ん
の
変
哲
も
な
い
天

狗
畑
（
八
四
八
・
三
）
の
ピ
ー
ク
。
天
狗
畑
か
ら
は

単
調
な
同
じ
よ
う
景
色
の
樹
林
の
尾
根
が
続
く
。
洞

峠
ま
で
は
、
未
だ
か
な
り
時
間
が
か
か
り
そ
う
な
の

で
、
四
時
半
に
洞
峠
手
前
の
コ
ル
に
幕
営
す
る
事
に

し
た
。
高
原
状
の
広
々
と
し
た
コ
ル
の
一
段
上
の
テ

ラ
ス
に
幕
営
し
た
。
西
側
が
、
濃
い
灌
木
帯
に
な
っ

て
い
て
、
日
本
海
か
ら
の
風
は
完
全
に
ブ
ロ
ッ
ク
出

来
そ
う
だ
っ
た
。
今
日
は
、
一
〇
時
間
の
結
構
疲
れ

る
ラ
ッ
セ
ル
の
一
日
で
あ
っ
た
。

三
月
一
二
日
（
水
）
：
晴
れ

起
床
／4:30

─C
S

／6:50

─
洞
峠
／7:33

─P
723

／8:04

─P
775

／10:02

─
地
蔵
杉

（
八
九
八
・
九
）
／11:01

〜11:20

─P
768

／

15:12

─P
752

／15:52

─P
752

を
南
へ
降
り

た
コ
ル
／16:08

（
幕
営
）。

天
気
予
報
で
は
今
日
も
天
候
は
良
さ
そ
う
な
の

で
、
出
来
れ
ば
仏
主
峠
ま
で
足
を
の
ば
し
て
お
き
た

い
。
Ｃ
Ｓ
か
らP

723

へ
の
広
い
稜
線
の
登
り
を
、

ラ
ッ
セ
ル
す
る
。P

723

か
ら
だ
だ
っ
広
い
稜
線
を

下
っ
て
コ
ル
に
で
る
。
稜
線
か
ら
少
し
西
に
外
れ
た

地
点
に
、
八
五
二
ｍ
と
２
万
５
千
分
の
一
地
図
に
記

載
さ
れ
た
ピ
ー
ク
が
あ
る
。
そ
の
直
ぐ
東
の
主
稜
線

上
に
、
標
高
記
載
の
な
い
ピ
ー
ク
（
約
八
〇
〇
ｍ
位

か
）
が
あ
り
、P

723

の
南
の
コ
ル
か
ら
は
、
結
構

苦
し
い
登
り
の
ラ
ッ
セ
ル
で
あ
っ
た
。
七
七
五
と
記

載
さ
れ
た
コ
ル
の
少
し
南
の
肩
か
ら
、
西
側
の
林
道

終
点
ま
で
降
り
て
い
る
小
さ
な
支
尾
根
を
、
昨
秋
二

度
登
下
降
し
た
。
こ
の
支
尾
根
を
今
回
の
縦
走
の
エ

ス
ケ
ー
プ
・
ル
ー
ト
と
し
て
、
使
用
し
よ
う
と
考
え

て
い
た
。

775

の
コ
ル
か
ら
は
、
地
蔵
杉
（
八
九
八
・
九
）

ま
で
の
厳
し
い
登
り
の
ラ
ッ
セ
ル
。
堀
内
さ
ん
、
岡

部
さ
ん
は
、
息
も
切
ら
さ
ず
膝
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
を

軽
々
と
登
っ
て
い
く
。
地
蔵
杉
の
ピ
ー
ク
か
ら
、
広

い
尾
根
が
左
手
の
東
側
に
伸
び
て
い
る
。
昨
秋
の
偵

察
時
に
間
違
っ
て
こ
の
東
側
の
尾
根
を
降
り
て
し

ま
っ
た
失
敗
を
思
い
だ
し
、
地
蔵
杉
の
頂
上
よ
り
南

に
二
〇
ｍ
程
下
っ
た
地
点
か
ら
西
側
に
急
傾
斜
で
降

り
る
主
稜
線
へ
の
正
し
い
ル
ー
ト
を
と
る
。

横
尾
峠
か
ら
つ
づ
く
主
稜
線
に
は
、「
美
山
ト
レ

イ
ル
」
と
書
い
た
オ
レ
ン
ジ
色
の
ポ
リ
プ
ロ
・
テ
ー

プ
が
要
所
の
立
木
に
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
大
き
な
助

け
に
な
っ
た
。
こ
の
標
識
テ
ー
プ
が
つ
い
て
な
け
れ

ば
、
何
度
か
は
道
迷
い
の
ト
ラ
ブ
ル
に
お
ち
い
っ
た

で
あ
ろ
う
。

地
蔵
杉
の
ピ
ー
ク
か
ら
主
稜
線
は
か
な
り
急
傾
斜

の
雪
面
に
な
っ
て
お
り
、
一
歩
一
歩
慎
重
に
ス
テ
ッ

プ
を
つ
く
っ
て
降
り
た
。
コ
ル
の
手
前
か
ら
痩
せ
た

岩
稜
が
出
て
く
る
が
、右
手
に
ま
い
て
コ
ル
に
で
た
。

コ
ル
か
ら
は
、
約
一
二
〇
〜
一
三
〇
ｍ
も
あ
る
灌
木

混
じ
り
の
痩
せ
た
岩
尾
根
が
つ
づ
き
、
今
回
の
縦
走

の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
。

岩
登
り
の
得
意
な
岡
部
さ
ん
に
ト
ッ
プ
を
頼
ん

で
、
コ
ル
か
ら
ロ
ー
プ
を
つ
け
て
岩
尾
根
を
登
る
。

最
初
の
一
ピ
ッ
チ
目
は
、
コ
ル
か
ら
は
約
一
五
ｍ
ほ

ど
リ
ッ
ジ
を
登
り
、
少
し
左
へ
岩
稜
を
ト
ラ
バ
ー
ス

し
な
が
ら
岩
頭
を
ま
い
て
雪
の
稜
線
に
で
て
、
灌
木

で
ビ
レ
ー
。

二
ピ
ッ
チ
目
は
、
岩
稜
の
上
に
積
も
っ
た
狭
い
雪

稜
の
上
を
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
歩
き
、
最
後快晴のもとP738 西峰ヘ
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は
岩
頭
の
東
側
を
巻
い
て
、
次
の
小
さ
な
コ
ル
に
降

り
て
、
荷
物
を
担
い
だ
ま
ま
狭
い
ス
タ
ン
ス
に
立
っ

て
灌
木
で
確
保
。

三
ピ
ッ
チ
目
は
、
細
い
夏
道
は
東
側
を
ト
ラ
バ
ー

ス
し
て
い
る
が
、
東
側
も
西
側
も
切
れ
落
ち
て
い

て
、
雪
の
積
も
っ
た
今
は
と
て
も
使
え
な
い
。
雪
の

か
む
っ
た
岩
稜
を
ま
っ
す
ぐ
に
岡
部
さ
ん
の
リ
ー
ド

で
登
る
。
灌
木
混
じ
り
の
岩
稜
に
雪
が
積
も
っ
て
い

る
の
で
、
非
常
に
不
安
定
だ
。
岡
部
さ
ん
、
掘
内
さ

ん
が
登
っ
た
後
、
私
が
同
じ
ス
テ
ッ
プ
を
フ
ォ
ロ
ー

し
た
が
、
二
〇
ｍ
程
登
っ
た
と
こ
ろ
で
、
灌
木
の
枝

の
空
間
に
出
来
た
穴
に
見
事
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ

た
。
腰
の
あ
た
り
ま
で
落
ち
込
み
、
ザ
ッ
ク
を
後
ろ

に
見
事
に
ひ
っ
く
り
か
え
っ
て
し
ま
っ
た
。
ロ
ー
プ

の
お
陰
で
滑
落
を
ま
ぬ
が
れ
た
が
、
右
足
の
ワ
カ
ン

が
灌
木
の
枝
に
引
っ
か
か
っ
た
の
か
、
な
か
な
か
抜

け
な
い
。
二
〜
三
分
も
が
い
た
が
、
右
足
が
ぬ
け
な

い
の
で
仲
間
の
助
け
を
呼
ん
だ
が
、
声
が
聞
こ
え
な

い
の
か
誰
も
来
て
く
れ
な
い
。
必
死
に
な
っ
て
、
も

が
き
に
も
が
い
て
、
数
分
後
よ
う
や
く
、
右
足
の
ワ

カ
ン
に
引
っ
か
か
っ
て
い
た
枝
が
折
れ
た
の
か
、
右

足
が
上
が
る
よ
う
に
な
り
、
よ
う
や
く
雪
面
に
這
い

上
が
っ
た
。
息
も
切
れ
切
れ
に
、
二
人
の
待
つ
ビ

レ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
に
到
着
。

四
ピ
ッ
チ
目
は
、
樹
林
の
間
の
凸
凹
の
多
い
狭
い

雪
稜
を
登
り
、
よ
う
や
く
荷
物
を
下
ろ
せ
る
よ
う
な

安
定
し
た
広
い
稜
線
に
で
る
こ
と
が
出
来
た
。

ワ
カ
ン
を
は
い
た
ま
ま
で
の
雪
と
岩
の
ミ
ッ
ク
ス

の
岩
稜
登
攀
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
私
に
は
、
結
構

怖
い
疲
れ
る
ピ
ッ
チ
で
あ
っ
た
。

僅
か
一
二
〇
〜
一
三
〇
ｍ
の
長
さ
の
岩
稜
に
時
間

を
く
い
、
そ
の
後
のP

768

ま
で
の
ア
ッ
プ
・
ダ
ウ

ン
の
ラ
ッ
セ
ル
は
結
構
長
く
感
じ
ら
れ
た
。P

752

あ
た
り
か
ら
、
稜
線
の
雪
が
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
た

の
か
地
肌
が
見
え
る
と
こ
ろ
も
現
れ
出
し
た
。
も
う

四
時
時
近
く
に
な
っ
て
き
た
の
で
、P

752

を
越
え

て
仏
主
峠
と
の
間
の
コ
ル
に
幕
営
す
る
事
に
し
た
。

今
日
も
九
時
間
余
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
あ
っ
た
。

三
月
一
三
日
（
木
）
：
風
雨

起
床
／4:30

─
Ｃ
Ｓ
／8:25

─P
812

／9:25

─

東
屋
／9:50

〜9:58

─
長
老
ヶ
岳
（
九
一
六
・
九
）

／10:25

─
東
屋
／10:45

（
幕
営
）。

夜
半
の
午
前
一
時
頃
よ
り
、
雨
が
降
り
出
し
、
風
も

吹
き
始
め
た
。
四
時
半
に
起
床
し
、
朝
食
を
す
ま
せ

て
荷
物
も
ザ
ッ
ク
に
入
れ
て
出
発
の
準
備
を
し
た

が
、
雨
が
い
っ
こ
う
に
止
ま
な
い
の
で
、
テ
ン
ト
の

中
で
待
機
。
よ
う
や
く
雨
が
少
し
小
降
り
に
な
っ
て

き
た
の
で
、
テ
ン
ト
を
撤
収
し
て
八
時
二
五
分
に
出

発
し
た
。P

812

を
越
え
て
コ
ル
に
で
た
が
、
仏
主

峠
の
標
識
が
雪
に
埋
ま
っ
て
い
た
の
か
気
が
つ
か
な

い
ま
ま
に
通
過
。P

812

の
ピ
ー
ク
迄
は
、
稜
線
の

雪
が
強
風
で
吹
き
飛
ん
で
地
肌
が
現
れ
て
い
る
状
態

の
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。P

812

か
ら
次
の
ピ
ー
ク

のP
831

に
登
り
、
そ
こ
か
ら
下
る
と
、
林
道
と
の

合
流
点
に
あ
る
東
屋
に
着
い
た
。

濃
い
ガ
ス
で
視
界
は
五
〇
〜
六
〇
ｍ
く
ら
い
で
、

小
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
が
、
長
老
ヶ
岳
に
登
る
事

に
し
た
。
ザ
ッ
ク
を
東
屋
に
置
い
て
、空
荷
で
出
発
。

三
〇
分
で
長
老
ヶ
岳
の
頂
上
に
到
着
し
た
が
、
濃
い

ガ
ス
で
展
望
は
全
く
な
し
。
長
老
ヶ
岳
の
下
山
途
中

か
ら
、
又
風
雨
が
き
つ
く
な
り
出
し
た
。

二
人
は
今
日
中
に
下
山
し
た
い
と
の
意
向
で
あ
っ

た
が
、
東
屋
か
ら
下
る
林
道
の
近
畿
自
然
歩
道
が
側

壁
か
ら
の
雪
で
急
斜
面
に
な
っ
た
危
険
箇
所
が
出
て

く
る
恐
れ
も
あ
り
、
風
雨
で
視
界
の
悪
い
中
を
無
理

し
て
下
山
す
る
の
は
得
策
で
は
な
い
と
二
人
を
説

得
。
食
料
・
燃
料
も
十
分
残
っ
て
い
る
の
で
、
東
屋

の
横
に
幕
営
し
て
明
日
下
山
す
る
事
に
し
た
。
テ
ン

ト
を
設
営
し
終
わ
っ
た
頃
か
ら
、
風
雨
は
一
層
強
く

な
っ
た
。
風
が
ゴ
ウ
ゴ
ウ
と
鳴
り
、
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ

く
り
か
え
し
た
よ
う
な
土
砂
降
り
の
雨
が
テ
ン
ト
を

た
た
い
た
。

昼
食
を
済
ま
せ
、
夕
食
も
三
時
頃
に
済
ま
せ
て
、

テ
ン
ト
の
中
で
濡
れ
た
寝
袋
に
入
っ
て
何
す
る
こ
と

な
く
時
間
を
過
ご
し
た
。
雨
風
は
い
っ
こ
う
に
弱
ま

る
様
子
は
な
く
、
小
便
に
で
る
の
も
億
劫
に
な
る
よ

う
な
、
う
ん
ざ
り
す
る
気
象
条
件
で
あ
っ
た
。

三
月
一
四
日
（
金
）
：
風
雪

起
床
／4:20

─
東
屋
Ｃ
Ｓ
／7:00

─
近
畿
自
然
歩

道
の
林
道
─
仏
主
村
／9:30

。

南
丹
町
営
バ
ス 

仏
主
／12:50

─
Ｊ
Ｒ
和
知
駅
／

13:25

五
着
。
Ｊ
Ｒ
和
知
駅
／13:33

─
京
都
駅
／

14:51

。
前
日
か
ら
の
風
雨
は
夜
中
に
な
っ
て
も
止
ま
ず
。

朝
方
に
な
っ
て
四
時
ご
ろ
か
ら
、
雨
が
小
雪
に
か
わ

り
だ
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
風
も
強
く
、
ガ
ス
で
視
界

も
悪
い
。
テ
ン
ト
を
撤
収
す
る
時
も
、
テ
ン
ト
が
吹

き
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
神
経
を
使
っ
て
撤
収
し

た
。近

畿
自
然
歩
道
の
林
道
は
、
三
ヶ
所
ほ
ど
側
壁
か

ら
の
雪
で
道
が
崩
れ
て
い
て
、
傾
斜
の
き
つ
い
雪

面
を
慎
重
に
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
通
過
し
た
。
標
高

四
五
〇
ｍ
位
ま
で
お
り
て
く
る
と
、
積
雪
は
信
じ
ら

れ
な
い
程
少
な
く
な
り
、
林
道
も
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
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顔
を
出
し
て
い
る
箇
所
が
増
え
て
き
た
。
仏
主
の
村

落
に
九
時
半
に
到
着
。
村
落
の
雪
は
完
全
に
消
え
て

な
く
な
っ
て
い
た
。

仏
主
の
バ
ス
停
留
所
の
待
合
で
、
粉
雪
の
舞
う
寒

い
三
時
間
余
、バ
ス
待
ち
の
長
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

大
き
な
バ
ス
が
時
間
通
り
や
っ
て
来
た
が
、
仏
主
か

ら
の
乗
客
は
私
達
三
人
の
み
だ
っ
た
。

三
月
一
一
日
と
一
二
日
の
二
日
の
晴
天
の
お
陰

で
、
な
ん
と
か
頭
巾
山
か
ら
長
老
ヶ
岳
へ
の
縦
走
を

踏
破
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
な
か
な
か
厳
し
い
し

ん
ど
い
山
行
で
あ
っ
た
。
登
山
届
け
を
提
出
し
た
南

丹
警
察
署
が
か
な
り
心
配
し
て
お
ら
れ
た
の
で
、
帰

宅
後
す
ぐ
に
無
事
下
山
し
た
旨
の
電
話
報
告
を
入
れ

て
お
い
た
。

京
都
北
山
の
主
た
る
稜
線
お
よ
び
京
都
・
滋
賀
・

福
井
の
県
境
尾
根
の
積
雪
期
縦
走
の
最
後
を
、
思
い

出
に
残
る
頭
巾
山
か
ら
長
老
ヶ
岳
へ
の
会
心
の
山
行

で
飾
る
事
が
出
来
て
、充
実
感
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

堀
内
さ
ん
、
岡
部
さ
ん
の
二
人
の
素
晴
ら
し
い
仲
間

に
、
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

二
〇
一
四
年
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
関
東
支
部
・

笹
ヶ
峰
会
合
同
新
年
会

	

山
岸
久
雄

本
年
一
月
一
六
日
（
木
）
一
八
時
よ
り
、
東
京
都

中
央
区
日
本
橋
の
東
レ
社
員
ク
ラ
ブ
に
て
、
恒
例
の

Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
関
東
支
部
・
笹
ヶ
峰
会
合
同
新
年
会
が
開

打
診
し
て
み
た
が
、
ど
な
た
も
固
辞
す
る
ば
か
り
。

そ
れ
で
は
こ
れ
で
散
会
、
と
い
う
流
れ
に
な
っ
た
時
、

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
彷
浪
の
歌
の
合
唱
が
湧
き
上
が

り
、
歌
声
に
送
ら
れ
な
が
ら
の
散
会
と
な
っ
た
。

こ
の
合
同
新
年
会
は
長
ら
く
前
田
栄
三
さ
ん
が
幹

事
と
し
て
お
世
話
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
入

部
年
次
が
四
年
若
い
山
岸
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま

し
た
。
幹
事
の
若
干
の
若
返
り
に
と
も
な
い
、
Ａ
Ａ

Ｃ
Ｋ
関
東
会
、
笹
ヶ
峰
会
の
若
い
世
代
の
方
々
へ
お

願
い
で
す
。
合
同
新
年
会
は
毎
年
、
一
月
中
〜
下
旬

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
来
年
の
新
年
会
に
は
是
非
、
お

出
で
く
だ
さ
い
。
五
〇
歳
以
下
に
は
若
手
割
引
が
あ

り
ま
す
（
今
回
、
対
象
者
は
前
田
浩
之
さ
ん
の
み
）。

新
年
会
に
来
ら
れ
る
シ
ニ
ア
会
員
は
活
動
的
な
方
が

多
く
、
お
話
を
聞
く
と
刺
激
を
受
け
ま
す
。
世
代
間

交
流
を
是
非
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
新
年
会
の
会

場
を
お
借
り
す
る
に
あ
た
り
、
田
中
健
一
さ
ん
に
た

い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
幹
事
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

第
二
八
回
雲
南
懇
話
会（
二
〇
一
四
年
四
月
一
九

日
開
催
）に
於
け
る
講
演
概
要
等

	

前
田
栄
三
、
安
仁
屋
政
武

第
二
八
回
雲
南
懇
話
会
は
、
二
〇
一
四
年
四
月
、

東
京
市
ヶ
谷
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
究
所
国
際
会
議
場
で
開

催
さ
れ
、一
〇
二
名
の
参
加
を
得
て
終
了
し
ま
し
た
。

以
下
、
概
要
を
紹
介
致
し
ま
す
。

か
れ
た
。
参
加
者
は
二
五
名
。
最
年
長
は
並
河
治
さ

ん
（
一
九
五
一
年
入
部
）、
最
年
少
は
前
田
浩
之
さ

ん
（
一
九
八
六
年
入
部
）
で
あ
っ
た
。
並
河
さ
ん
は

奥
様
よ
り「
行
け
る
時
に
行
っ
て
お
か
な
い
と
、・・・
」

と
背
中
を
押
し
て
い
た
だ
い
た
そ
う
で
、
幹
事
は
奥

様
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
並
河
さ
ん
は
開
会
に

あ
た
り
、
関
西
在
住
の
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
長
老
諸
兄
の
元
気

ぶ
り
に
言
及
さ
れ
、
関
東
の
会
員
も
負
け
ず
に
、
と

に
か
く
、
し
っ
か
り
登
り
ま
し
ょ
う
、
と
ご
挨
拶
さ

れ
た
。
今
回
は
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
学
習
院
、
山

桜
会
会
長
の
贄
田
統
亜
さ
ん
も
参
加
さ
れ
、
ご
挨
拶

い
た
だ
い
た
。
和
風
中
心
の
お
い
し
い
料
理
と
呑
み

放
題
の
お
酒
で
歓
談
が
続
く
中
、
雲
南
懇
話
会
の
前

田
栄
三
代
表
幹
事
よ
り
活
動
状
況
の
報
告
を
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
前
田
浩
之

さ
ん
よ
り
、
以
前
勤
務
し
て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
の
風
物

を
ス
ラ
イ
ド
上
映
し
て
も
ら
い
、
好
評
で
あ
っ
た
。

昨
年
よ
り
原
子
力
研
究
開
発
の
要
職
に
あ
る
松
浦
祥

次
郎
さ
ん
は
多
忙
な
中
、
参
加
い
た
だ
い
た
が
、
次

の
予
定
の
た
め
、
こ
こ
で
ご
挨
拶
い
た
だ
き
、
中
座

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
年
長
の
会
員
を
中
心
に
、
近
況

を
順
番
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
横
山
宏
太
郎
さ
ん

は
関
東
圏
外
の
上
越
市
か
ら
特
別
参
加
さ
れ
、
Ａ

Ａ
Ｃ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
編
集
幹
事
の
立
場
か
ら
、

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
へ
ど
し
ど
し
投
稿
し
て
く
だ
さ

い
、
と
の
ご
挨
拶
が
あ
っ
た
（
本
稿
も
、
編
集
幹
事

の
お
勧
め
に
よ
り
、
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
）。
や
が
て
閉
会
の
時
が
近
づ
き
、
谷
口
朗
さ
ん

に
締
め
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
後
、
山
の

歌
を
歌
う
の
が
恒
例
で
あ
っ
た
が
、
毎
年
、
歌
唱
指

導
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
伊
藤
寿
男
さ
ん
が
今
回

は
欠
席
の
た
め
、
め
ぼ
し
い
方
に
歌
唱
の
リ
ー
ド
を
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一
、「
六
〜
七
〇
歳
代
の
チ
ベ
ッ
ト
、ネ
パ
ー
ル
の
山
々
」

─
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
中
央
峰（
八
〇
〇
八
ｍ
）、
二
〇
〇
四
、

メ
ラ
・
ピ
ー
ク（
六
六
五
四
ｍ
）、
二
〇
一
三

日
本
山
岳
会
評
議
員
、
関
西
学
院
大
学
山
岳
会

南
井
英
弘

二
〇
〇
二
年
に
新
疆
の
秀
峰
ム
ス
タ
ー
グ
・
ア
タ

（
七
五
四
六
ｍ
）
を
無
酸
素
で
登
り
、
八
千
ｍ
峰
も

夢
で
は
な
い
と
意
欲
が
湧
い
た
。
二
〇
〇
三
年
の
バ

ル
ト
ロ
氷
河
か
ら
ゴ
ン
ド
コ
ロ
峠
越
え
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
厳
し
い
経
験
か
ら
、
二
〇
〇
四
年
に
初
め

て
公
募
登
山
隊
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
理
事
仲
間
が
主
宰
）
に
参

加
し
巨
峰
（
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
中
央
峰
、八
〇
〇
八
ｍ
）

に
登
頂
し
得
た
。
こ
の
頃
か
ら
注
目
し
て
い
た
ネ

パ
ー
ル
の
メ
ラ
・
ピ
ー
ク
。
二
〇
一
三
年
一
〇
月
に

単
独
登
頂
を
果
た
し
た
も
の
の
入
山
以
来
一
二
日
間

連
続
し
て
雨
or
雪
と
い
う
悪
天
候
。
ア
タ
ッ
ク
開
始

か
ら
帰
着
ま
で
、
連
続
二
二
時
間
の
行
動
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
間
の
反
省
・
教
訓
・
所
感

の
一
端
を
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
公
募
隊
の
メ
リ
ッ

ト
（
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
を
備
え
た
大
き
な
メ
ス
テ
ン

ト
、
ト
イ
レ
テ
ン
ト
な
ど
）
に
つ
い
て
言
及
し
た
の

が
参
考
に
な
っ
た
。

二
、「
内
モ
ン
ゴ
ル
大
草
原
の
自
然
と
伝
統
文
化
」

─
生
態
移
民
の
事
例
研
究
─

千
葉
大
学
外
国
人
研
究
者

那な

木む

拉ら

内
モ
ン
ゴ
ル
大
草
原
は
遊
牧
地
域
で
あ
る
。
遊
牧

民
た
ち
は
遊
牧
文
化
を
作
り
、
草
原
で
生
活
し
て
き

た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
頃
、
北
京
で
砂
嵐
の
被

害
が
起
き
て
か
ら
、
中
国
政
府
は
放
牧
が
砂
嵐
の
原

因
と
指
摘
し
、
牧
畜
を
草
原
か
ら
排
除
す
る
「
生
態

移
民
」
政
策
が
実
施
さ
れ
た
。
牧
畜
民
た
ち
は
、
草

原
と
伝
統
的
家
畜
か
ら
離
さ
れ
、
生
態
移
民
と
し
て

移
住
さ
せ
ら
れ
た
。
結
果
、「
生
態
移
民
」
政
策
は

生
態
環
境
を
回
復
で
き
な
か
っ
た
し
、
逆
に
移
住
し

た
牧
畜
民
た
ち
を
経
済
的
困
窮
に
落
と
し
、
伝
統
的

文
化
を
喪
失
し
つ
つ
あ
る
…
と
し
て
、
そ
の
間
の
様

子
を
事
例
に
基
づ
き
紹
介
さ
れ
た
。

乳
牛
を
生
活
の
糧
と
す
る
牧
畜
の
民
、
彼
ら
の
街

に
隣
接
し
て
立
地
す
る
石
炭
火
力
発
電
所
な
ど
等
、

そ
の
光
景
は
痛
々
し
い
。
さ
ら
に
、
放
牧
生
活
で
は

燃
料
と
し
て
重
要
な
資
源
で
あ
っ
た
牛
の
糞
が
生
態

移
民
村
で
は
ゴ
ミ
と
な
り
、
大
き
な
環
境
問
題
と

な
っ
て
い
る
と
の
報
告
は
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。

三
、「
大
地
に
根
差
す
チ
ベ
ッ
ト
医
学
」

─
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
薬
草
を
め
ぐ
っ
て
─

薬
剤
師
、
チ
ベ
ッ
ト
医
、
森
の
く
す
り
塾
主
宰

小
川 

康

チ
ベ
ッ
ト
民
族
の
健
康
を
担
う
医
師
と
し
て
の
役

割
は
勿
論
の
こ
と
、
険
し
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
中
か
ら
薬

草
を
採
取
し
て
製
薬
す
る
薬
剤
師
の
役
割
、
祈
り
を

捧
げ
て
御
加
持
を
込
め
る
僧
侶
の
役
割
、
歴
史
や
文

学
、
歌
な
ど
に
精
通
し
た
学
者
と
し
て
の
役
割
、
こ

れ
ら
全
て
を
担
う
存
在
が
チ
ベ
ッ
ト
医
で
あ
る
。
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
薬
草
を
中
心
に
、
多
様
な
チ
ベ
ッ
ト
文
化

の
世
界
の
一
端
を
紹
介
さ
れ
た
。

山
で
採
取
し
た
約
四
〇
㎏
も
の
荷
（
薬
草
）
を
背

負
い
飛
び
石
伝
い
に
急
流
を
渡
る
姿
は
、「
チ
ベ
ッ

ト
医
は
命
が
け
」
と
い
う
講
師
の
言
葉
を
如
実
に
物

語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
あ
る
薬
草
を
年
一
回
八
月

の
満
月
の
夜
、
全
員
で
心
を
込
め
て
作
る
（
製
薬
）、

と
い
う
話
も
チ
ベ
ッ
ト
医
学
が
単
に
物
理
的
に
製
薬

す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
体
験

し
た
者
に
し
か
分
か
ら
な
い
世
界
で
あ
ろ
う
。
問
答

で
鍛
え
た
話
術
は
見
事
で
あ
っ
た
。

四
、「
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
世
界
」

─
仏
教
伝
来
か
ら
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
へ
─

筑
波
大
学
人
文
社
会
系
教
授

吉
水
千
鶴
子

チ
ベ
ッ
ト
民
族
に
は
政
治
か
ら
人
々
の
日
常
生
活

に
至
る
ま
で
、
隅
々
ま
で
仏
教
が
浸
透
し
て
い
る
。

現
在
で
も
人
口
の
九
〇
％
は
仏
教
徒
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
今
回
、
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
仏
教
伝
来
か
ら

一
七
世
紀
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
政
権
の
誕
生
に
至
る
ま

で
の
チ
ベ
ッ
ト
の
歴
史
を
話
し
な
が
ら
、
チ
ベ
ッ
ト

仏
教
の
世
界
を
紹
介
さ
れ
た
。
現
在
の
チ
ベ
ッ
ト
仏

教
の
骨
格
で
あ
る
宗
派
と
そ
の
教
義
は
大
よ
そ
こ
の

時
代
ま
で
に
で
き
上
が
っ
た
。
そ
し
て
、
転
生
活
仏

を
民
族
の
リ
ー
ダ
ー
と
考
え
る
仕
組
み
も
作
ら
れ

た
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
は
、
政
治
体
制
を
支
え
る
理

念
で
あ
り
、
他
国
と
の
外
交
手
段
で
あ
り
、
人
心
掌

握
の
手
段
で
あ
り
、
哲
学
で
あ
り
、
信
仰
の
対
象
で

あ
り
、
人
々
の
心
の
支
え
で
あ
る
。
こ
の
豊
か
な
世

界
を
、
端
緒
に
遡
っ
て
お
話
し
さ
れ
た
。
と
も
す
れ

ば
難
し
い
宗
教
の
話
を
、
仏
・
法
・
僧
と
い
う
切
り

口
か
ら
導
入
し
て
、
非
常
に
分
か
り
や
す
く
説
明
さ

れ
た
。

五
、「
南
極
氷
床
を
探
る
」

	

─
氷
床
内
陸
探
査
史
と
氷
床
深
層
コ
ア
研
究
の
成
果
─

 

国
立
極
地
研
究
所
名
誉
教
授

渡
辺 

興
亜

南
極
大
陸
上
に
は
面
積
約
一
二
〇
〇
万
平
方
㎞
、

平
均
の
厚
さ
一
八
五
六
ｍ
の
雪
氷
層
が
分
布
し
、
巨

大
な
氷
床
を
形
成
し
て
い
る
。
南
極
大
陸
内
陸
部
は

国
際
地
球
観
測
年
（
一
九
五
七
─
五
八
）
以
前
に
は
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地
図
の
空
白
部
で
あ
っ
た
。
我
国
の
南
極
観
測
は
第

一
次
隊
か
ら
果
敢
に
内
陸
探
査
を
行
い
、
昭
和
基

地
南
方
「
み
ず
ほ
高
原
」
の
自
然
を
明
ら
か
に
し

て
い
っ
た
。
講
演
者
ら
の
構
想
に
基
づ
く
研
究
計

画
は
一
九
七
〇
年
代
の
「
エ
ン
ダ
ー
ビ
ー
ラ
ン
ド

雪
氷
総
合
計
画
」
を
嚆
矢
と
し
、
一
九
八
〇
年
代
、

一
九
九
〇
年
代
と
二
つ
の
計
画
に
引
き
継
が
れ
、
現

在
で
は
「
み
ず
ほ
高
原
」
の
地
理
、
気
候
、
雪
氷
学

的
状
態
を
明
ら
か
に
し
、
み
ず
ほ
高
原
最
源
流
の

「
ド
ー
ム
ふ
じ
」
で
の
深
層
氷
床
掘
削
（
三
〇
〇
〇

ｍ
深
）
に
成
功
し
、
過
去
七
二
万
年
の
地
球
気
候
・

環
境
変
動
の
再
現
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
の
研
究
へ

の
道
筋
を
、
南
極
の
発
見
・
探
検
か
ら
始
ま
り
多
岐

に
亘
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
交
え
て
紹
介
さ
れ
た
。

第
二
九
回
雲
南
懇
話
会
の
予
告

一
、 

日
時
：
二
〇
一
四
年
六
月
二
八
日
（
土
）

一
三
時
〜
一
七
時
三
〇
分
、
そ
の
後
茶
話
会

二
、 

場
所
：
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
究
所
・
国
際
会
議
場

（
東
京
・
市
ヶ
谷
）

三
、 

内
容
（
講
師
、
演
題
な
ど
変
更
あ
る
場
合
は
、

ご
了
承
願
い
ま
す
。）

①
「
私
の
山
旅
、
天
山
＆
ア
ル
タ
イ
な
ど
」

─
ハ
ン
・
テ
ン
グ
リ
（
七
〇
一
〇
ｍ
）、
ベ
ル
ー
ハ

峰
（
四
五
〇
六
ｍ
）
他
─

日
本
山
岳
会
、
パ
ミ
ー
ル
・
中
央
ア
ジ
ア
研
究
会

 

坂
上 

光
恵

②
「
鉄
器
文
化
、
石
製
鋳
型
を
用
い
た
鋳
造
技
術
」

─
四
川
省
俄
亜
郷
に
お
け
る
納
西
族
の
民
俗
調
査

よ
り
─

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

宮
原

晋
一

③
「
水
・
草
・
家
畜
か
ら
み
た
遊
牧
シ
ス
テ
ム
」

─
モ
ン
ゴ
ル
国
首
都
近
郊
牧
畜
民
の
事
例
か
ら
─

千
葉
大
学
文
学
部
准
教
授

児
玉
香
菜
子

④
「
ミ
ャ
オ
族
の
歴
史
と
文
化
の
動
態
」

─
中
国
南
部
山
地
民
の
想
像
力
の
変
容
─

  

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
、

日
本
山
岳
修
験
学
会
会
長

鈴
木 

正
崇

⑤
「
果
物
の
ふ
る
さ
と
、
西
域
（
伊
犁
）」

─
リ
ン
ゴ
の
起
源
地
で
の
保
全
活
動
─

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西
域
生
態
系
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
静
岡

大
学
山
岳
会
、静
岡
大
学
名
誉
教
授
（
植
物
繁
殖
学
）

 

大
石

惇

会
員
動
向

新
入
会
員
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発
行
日

二
〇
一
四
年
六
月
十
五
日

発
行
者

京
都
大
学
学
士
山
岳
会

会
長

松
林
公
蔵

発
行
所

	

〒
六
〇
六
─
八
五
〇
一	

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町（
総
合
研
究
二
号
館
四
階
）

	

京
都
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究

研
究
科

竹
田
晋
也

気
付

編
集
人

横
山
宏
太
郎

製

作

京
都
市
北
区
小
山
西
花
池
町
一
─
八

㈱
土
倉
事
務
所

編
集
後
記

近
く
の
山
の
残
雪
の
帯
が
し
だ
い
に
細
く
な
り
、

か
わ
っ
て
緑
が
濃
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
妙
高
山
の

雪
形
、「
は
ね
う
ま
」
は
、
も
う
形
が
は
っ
き
り
し

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。梅
雨
入
り
前
の
好
天
、

夏
の
よ
う
な
高
温
に
ま
た
寒
気
と
天
候
の
変
化
は
激

し
い
よ
う
で
す
が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

第
六
九
号
で
は
、
ま
ず
飯
田

肇
さ
ん
に
、「
立

山
・
剱
岳
の
多
年
性
雪
渓
と
氷
河
」
と
題
し
、
研
究

史
を
含
め
た
解
説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
山
域

に
氷
河
が
現
存
す
る
と
い
う
論
文
が
、一
昨
年
の「
雪

氷
」（
公
益
社
団
法
人
日
本
雪
氷
学
会
学
会
誌
）
に

掲
載
さ
れ
、
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
の
で
、
新
聞
や

テ
レ
ビ
で
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
飯

田
さ
ん
が
、
と
も
に
研
究
さ
れ
た
福
井
幸
太
郎
さ
ん

と
連
名
で
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と

は
六
七
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
。

阪
本
公
一
さ
ん
に
は
、
頭
巾
山
か
ら
長
老
ヶ
岳
の

縦
走
の
記
録
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十
年
以
上
に
わ

た
る
北
山
な
ど
の
積
雪
期
縦
走
の
最
後
の
課
題
と
し

て
残
っ
て
い
た
と
い
う
こ
の
計
画
を
、「
会
心
の
山

行
」
と
し
て
終
え
ら
れ
た
こ
と
、
ほ
ん
と
う
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
お
記
録
は
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
数
多
く
の

写
真
が
カ
ラ
ー
で
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

山
岸
久
雄
さ
ん
に
は
、
恒
例
の
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
関
東
支

部
・
笹
ヶ
峰
会
合
同
新
年
会
の
報
告
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

前
田
栄
三
さ
ん
、
安
仁
屋
政
武
さ
ん
に
は
四
月
に

行
わ
れ
た
第
二
八
回
雲
南
懇
話
会
の
報
告
と
、
六
月

に
行
わ
れ
る
次
回
の
案
内
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎

回
、
多
彩
な
興
味
深
い
内
容
で
す
。

原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
た
い
へ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
は
連
休
を
考
慮
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
発
行
が
遅
れ
た
こ
と
、
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
人
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
縦
書
き
ス
タ
イ
ル

で
来
た
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
す
が
、
横
書
き
に
し
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
点

に
つ
い
て
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
横
山
（
原
稿

送
り
先
と
同
じ
）
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

 

横
山
宏
太
郎

次
号
原
稿
締
め
切
り

二
〇
一
四
年
七
月
十
六
日




